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本 
会 
議

市
長
提
出
議
案
18
件
を
可
決

８
年
第
２
回
定
例
会
は
、
６
月

８
日
に
開
会
し
、
本
会
議
に
お
い

て
市
長
提
出
議
案
18
件
、
議
員
提

出
議
案
３
件
を
可
決
、
１
件
を
継

続
審
議
と
し
た
ほ
か
、
請
願
２
件

を
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

可
決
し
た
市
長
提
出
議
案
の
う

ち
、
委
員
会
へ
の
付
託
を
省
略
し

た
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。

 

議
案
等
の
審
議
結
果
及
び
固
定
資
産

評
価
審
査
委
員
会
委
員
の
氏
名
は
４

ペ
ー
ジ
へ

付
託
を
省
略
し
た
主
な
議
案

■ 

市
税
賦
課
徴
収
条
例
の
一
部
改

正
の
専
決
処
分

■ 

都
市
計
画
税
条
例
の
一
部
改
正

の
専
決
処
分

■ 

国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部
改

正
の
専
決
処
分

■ 

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委

員
の
選
任

議
員
提
出
議
案

議
員
提
出
議
案
は
、
意
見
書
３

件
を
審
議
し
、
可
決
し
ま
し
た
。

可
決
し
た
意
見
書
は
、
議
長
名

で
政
府
等
に
送
付
し
ま
し
た
。

可
決
し
た
意
見
書

■ 

皇
室
の
安
定
的
皇
位
継
承
を
確

保
す
る
た
め
の
法
整
備
の
早
期

実
現
を
求
め
る
意
見
書

皇
室
は
、
我
が
国
固
有
の
歴
史

と
伝
統
の
象
徴
で
あ
り
、
皇
位
が

連
綿
と
し
て
継
承
さ
れ
て
き
た
こ

と
は
、
我
が
国
の
根
幹
で
あ
る
。

現
在
、
皇
位
継
承
資
格
を
有
す

る
皇
族
方
は
少
数
で
あ
り
、
安
定

的
皇
位
継
承
の
確
保
は
喫
緊
の
国

家
的
事
案
で
あ
る
。

よ
っ
て
、
今
特
別
国
会
に
お
け

る
皇
室
典
範
改
正
の
実
現
を
強
く

要
望
す
る
も
の
。

■ 

殺
傷
能
力
の
あ
る
武
器
輸
出
の

禁
止
を
求
め
る
意
見
書

日
本
は
長
年
、
平
和
憲
法
の
下
、

武
器
輸
出
禁
止
を
国
是
と
し
て
い

た
。
そ
の
後
、
限
定
的
に
武
器
の

輸
出
を
解
禁
し
、
さ
ら
に
４
月
に

は
殺
傷
・
破
壊
能
力
の
あ
る
武
器

を
含
む
完
成
品
の
輸
出
を
原
則
と

し
て
可
能
に
す
る
閣
議
決
定
を
行

っ
た
。

こ
の
決
定
は
平
和
国
家
の
根
幹

を
揺
る
が
し
、
戦
争
の
当
事
国
に

な
る
危
険
性
も
増
加
し
か
ね
な
い
。

よ
っ
て
、
今
回
の
閣
議
決
定
を

撤
回
し
、
殺
傷
能
力
を
持
つ
武
器

輸
出
の
禁
止
を
求
め
る
も
の
。

■ 

一
部
保
険
外
療
養
の
創
設
を
行

わ
ず
適
切
な
保
険
診
療
の
維
持

を
求
め
る
意
見
書

５
月
の
健
康
保
険
法
改
正
に
よ

り
、
こ
れ
ま
で
保
険
給
付
の
対
象

で
あ
っ
た
医
療
の
一
部
を
患
者
負

担
へ
転
嫁
し
、
３
割
以
上
の
自
己

負
担
を
求
め
る
一
部
保
険
外
療
養

制
度
が
創
設
さ
れ
た
。

医
療
は
、
国
民
の
生
命
と
健
康

を
守
る
た
め
の
社
会
的
基
盤
で
あ

り
、
所
得
に
よ
っ
て
受
け
ら
れ
る

医
療
に
格
差
が
生
じ
る
こ
と
は
避

け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

よ
っ
て
、
一
部
保
険
外
療
養
の

創
設
を
行
わ
ず
、
必
要
な
医
療
に

つ
い
て
は
、
保
険
診
療
で
の
適
切

な
給
付
を
強
く
求
め
る
も
の
。

請　
　

願

提
出
さ
れ
た
請
願
２
件
の
う
ち
、

１
件
は
文
教
経
済
委
員
会
へ
付
託

し
、
１
件
は
厚
生
委
員
会
へ
付
託

し
ま
し
た
。
審
査
を
行
っ
た
後
、

本
会
議
で
不
採
択
と
し
ま
し
た
。

不
採
択
と
し
た
請
願

〇 

１
校
専
任
・
専
門
の
学
校
司
書

の
常
駐
を
め
ざ
し
、
学
校
司
書

増
員
を
求
め
る
請
願

〇 

国
民
健
康
保
険
税
の
引
き
下
げ

を
求
め
る
請
願

 

主
な
内
容
等
は
３
ペ
ー
ジ
「
文
教
経

済
委
員
会
」
「
厚
生
委
員
会
」
へ

委 

員 

会

常
任
委
員
会
で
付
託
議
案
を
審
査

本
会
議
で
付
託
さ
れ
た
市
長
提

出
議
案
11
件
、
議
員
提
出
議
案
１

件
及
び
請
願
２
件
は
、
各
委
員
会

で
慎
重
に
審
査
を
行
い
ま
し
た
。

主
な
審
査
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。総

務
企
画
委
員
会

開
催
日　

６
月
16
日

■ 

市
税
賦
課
徴
収
条
例
の
一
部
改
正

８
年
度
税
制
改
正
に
よ
る
法
令

等
の
改
正
に
伴
う
改
正

問　
本
改
正
に
よ
り
、
ペ
ロ
ブ
ス

カ
イ
ト
太
陽
電
池
※
を
使
用
し

た
一
定
の
発
電
設
備
に
対
し
て
、

固
定
資
産
税
の
課
税
標
準
の
特
例

措
置
に
お
け
る
特
例
割
合
を
、
３

分
の
１
と
す
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

そ
れ
に
よ
り
、
ど
の
よ
う
な
効
果

を
見
込
ん
で
い
る
の
か
。

答　
従
来
の
シ
リ
コ
ン
太
陽
電
池

と
比
べ
、
導
入
時
の
コ
ス
ト
が

高
額
で
あ
る
ペ
ロ
ブ
ス
カ
イ
ト
太

陽
電
池
の
設
置
促
進
の
た
め
、
固

定
資
産
税
の
軽
減
を
図
る
も
の
で

あ
る
。
こ
れ
に
よ
り
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
を
促
進
す
る

効
果
が
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

結
果
　
可
決
す
べ
き
も
の
と
決
定

文
教
経
済
委
員
会

開
催
日　

６
月
16
日

■ 

一
般
会
計
補
正
予
算(
第
１
号
)

ク
マ
等
の
出
没
に
対
応
す
る
た

め
獣
害
防
止
対
策
経
費
を
計
上

問　
今
回
ク
マ
が
出
没
し
た
地
域

の
市
立
小
・
中
学
校
と
、
そ
の

周
辺
の
町
会
・
自
治
会
や
保
育
施

設
等
を
対
象
に
、
ク
マ
撃
退
ス
プ

レ
ー
等
を
配
布
す
る
と
の
こ
と
で

あ
る
。
そ
の
地
域
に
は
、
私
立
学

校
や
企
業
も
あ
る
が
、
ど
の
よ
う

に
対
象
を
選
定
し
た
の
か
。

答　
緊
急
か
つ
迅
速
に
配
布
す
る

た
め
、
市
立
の
小
・
中
学
校
等

を
対
象
と
し
た
。
ま
た
、
配
布
す

る
エ
リ
ア
に
つ
い
て
は
、
専
門
業

者
と
連
携
し
、
ク
マ
の
出
没
・
生

令和
８年

第

　回

定
例
会

２

※ ペロブスカイトという特殊な結晶構造を用いた次世代太陽電池の一種で、薄い・軽い・曲がるなどの特徴がある


